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道
路
整
備
の
推
進
に
必
要
な
財
源
の
総
額
確
保
を
求
め
る
意

見
書�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　
道
路
や
長
大
橋
梁
の
架
け
替
え
、
通
学
路
の
歩
道
設
置
な

ど
早
期
整
備
が
必
要
だ
が
、
財
源
の
確
保
が
課
題
だ
。「
道

路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
る
補
助
率
低
減
は
、
道
路
整
備
の
遅
れ
を
招
き
、

維
持
管
理
に
も
影
響
を
与
え
る
。

　
よ
っ
て
、
左
記
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
。

1
　
地
域
に
必
要
な
道
路
整
備
や
維
持
管
理
が
着
実
に
実
施

で
き
る
予
算
の
総
額
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。

2
　
長
大
橋
や
ト
ン
ネ
ル
等
は
事
業
費
が
大
き
く
期
間
が
長

期
で
、個
別
補
助
事
業
と
し
て
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

3
　
道
路
財
特
法
の
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
は
、制
度
継
続

を
基
本
に
地
方
に
配
慮
し
た
引
上
げ
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　住
宅
宿
泊
事
業
に
係
る
条
例
の
早
期
制
定
並
び
に
地
域
･
住

民
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書�

全
会
一
致
　
可
決

〔
要
旨
〕

　
民
泊
解
禁
に
伴
い
、
本
市
で
、
家
主
不
在
型
に
よ
る
安
価

で
無
秩
序
な
民
泊
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
は
、
良
質
な
お
も
て

な
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
民
泊
に

伴
う
騒
音
や
ご
み
処
理
な
ど
、
市
民
の
住
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
の
城
崎

温
泉
火
災
を
経
験
し
、
ま
た
木
造
建
築
が
密
集
し
て
い
る
地

域
で
大
規
模
地
震
や
津
波
の
際
の
対
応
に
も
不
安
が
あ
る
。

　
県
に
は
、条
例
制
定
に
向
け
下
記
の
と
お
り
強
く
要
望
す
る
。

意
　
　
見
　
　
書

意見書・陳情

1
　
市
町
か
ら
意
見
を
十
分
に
引
き
出
し
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
、
実
施
期
間
の
制
限
を
定
め
る
こ
と
。

2
　
地
域
と
の
良
好
な
関
係
構
築
の
た
め
、
届
出
す
る
者
に

対
し
地
元
へ
の
説
明
と
合
意
を
得
る
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

3
　
違
法
民
泊
は
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、
家
主
不
在
型
民
泊

に
対
す
る
防
火
管
理
等
の
徹
底
や
市
内
へ
の
管
理
業
者
の

常
駐
な
ど
、
適
切
な
対
応
が
図
れ
る
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

自
治
区
単
位
の「
敬
老
会
」行
事
を
持
続
発
展
さ
せ
市
の
補
助

金
打
ち
切
り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い（
陳
情
書
）�

継
続
審
査

提
出
者
　
豊
岡
市
高
屋
9
7
7

−

8

�

宮
本
利
明
ほ
か
5
6
6
名

〔
要
旨
〕

　「
敬
老
会
補
助
金
を
来
年
度
か
ら
廃
止
す
る
」
方
針
を
聞

き
大
変
驚
い
て
い
る
。
地
域
社
会
の
大
事
な
年
間
行
事
に
な

っ
て
い
る
こ
の
行
事
の
経
費
は
、
ほ
と
ん
ど
の
区
が
市
の
補

助
金
収
入
を
年
間
予
算
に
組
み
入
れ
て
、
早
く
か
ら
準
備
し
、

「
た
っ
た
一
日
の
催
し
」
で
は
な
い
。
以
上
の
趣
旨
か
ら
下

記
事
項
を
市
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
陳
情
す
る
。

1
　
各
自
治
区
に
交
付
さ
れ
て
い
る
現
在
の
敬
老
会
補
助
金

を
廃
止
し
な
い
こ
と
。

2
　
敬
老
会
補
助
金
を
自
治
区
の
同
意
を
得
な
い
で
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
へ
の
一
括
補
助
金
等
に
変
更
し
な
い
こ

と
。

陳
　
　
　
　
　
情

豊
岡
市
議
会
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問

委
員
会
視
察
報
告交

通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会

8
月
10
日
（
木
）

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
、
山

陰
近
畿
自
動
車
道
の
現
状
に

つ
い
て

　
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

長
と
面
談
し
、
整
備
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

増田所長から説明を受ける委員

ウランバートル市の市議会議長・副市長との会談

　
豊
岡
市
議
会
議
員
有
志

が
、
豊
岡
市
と
友
好
交
流

を
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
国

を
友
好
訪
問
し
ま
し
た

（
8
月
5
日
〜
8
日
）。
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
市
議

会
議
長
、
副
市
長
と
文

化
・
経
済
交
流
に
関
す
る

会
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
在

モ
ン
ゴ
ル
日
本
大
使
館
、

Jジ
ャ

イ

カ

I
C
A
モ
ン
ゴ
ル
事
務

所
と
両
国
の
交
流
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
豊
岡
の
中
学
生
友
好

訪
問
使
節
団
と
も
合
流

し
、
ナ
ラ
ン
外
国
語
学
校

と
の
交
流
会
に
一
緒
に
参

加
し
ま
し
た
。
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アルチザン事業
　人手不足の解消、人材育成の強化、観光地

との連携、ネット販売業務の立ち上げによる経営改
善を進められたい。� （建設経済委員会）

神鍋温泉ゆとろぎ
　ゆとろぎの熱源は、安定性・採算性から、

ペレットからガス利用へ移行している。ＣＯ２、環
境対策の観点からペレットの利活用についての検討
を行われたい。� （建設経済委員会）

シルク温泉やまびこ
　宿泊部門のリニューアルによる効果が出て

きているが、年間を通した利用客の確保に向け、対
策をしっかり講じられたい。� （建設経済委員会）

観光地との連携やネット販売の強化など、事
業を安定的な経営となる指導を行う。ショッ

プやスクールをまちと一体の取組みとして強化し、
「まちづくり」を推進していく。�（エコバレー推進課）

ＣＯ２、環境対策でのペレットの利活用について
は、公社の経営基盤の強化に当たって重要な事

項だ。経営環境を考慮しながら、最適な均衡を見出す
べく、機動的に対応する。（日高振興局　地域振興課）

効率的なＰＲによる集客促進など、宿泊部門
を含め全体の収益増に向けた対策を引き続き

講じていく。� （但東振興局　地域振興課）

その後どうなった?! 6月定例会の委員会審査における委員会意見と当局回答
豊岡観光イノベーション
　赤字を前提とした予算だ。補助金ありきは

民間法人ではありえず、事業目的達成と運営健全化
に一層努力をされたい。決算書等の様式についても
他の法人と統一を図られたい。� （建設経済委員会）

一般社団法人豊岡観光イノベーションについ
ては、組織運営の健全化に努力するよう指導

する。
　決算書等の様式については、次年度から様式を統
一する。� （大交流課）

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

12
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
議
案
を
修
正
可
決
！

　
第
90
号
議
案
「
豊
岡
市
基
本

構
想
の
策
定
に
つ
い
て
」
を
9

回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
開
催

し
て
審
査
し
、9
件
（
7
項
目
）

の
修
正
を
加
え
て
可
決
し
ま
し

た
。

委
員
会
の
付
帯
意
見
（
抜
粋
）

　
命
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
や
小
さ
な
世
界
へ
の
取

組
み
な
ど
華
や
か
で
元
気
が
あ

る
部
分
、
成
功
し
て
い
る
部
分

へ
の
評
価
や
戦
略
的
な
位
置
づ

け
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
方

で
、
む
し
ろ
多
く
の
市
民
は
、

そ
れ
と
は
違
う
部
分
で
生
活
し

て
お
り
、
目
立
た
な
い
市
民
の

生
活
や
暮
ら
し
と
い
う
部
分
に

対
し
、
さ
ら
に
注
力
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　
今
後
策
定
さ
れ
る
市
政
経
営

方
針
並
び
に
現
在
の
60
を
超
え

る
各
個
別
計
画
に
お
い
て
、
市

民
生
活
の
基
礎
と
な
る
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
つ
い
て
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
指
針
が
、

で
き
る
限
り
具
体
的
に
描
か
れ

る
こ
と
が
委
員
の
総
意
で
あ
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る

精
励
を
求
め
、
今
後
も
注
視
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

委員長
伊賀　　央

副委員長
松井　正志

竹中　　理

青山　憲司

上田　倫久

村岡　峰男

浅田　　徹
井垣　文博

伊藤　　仁

上田　伴子


